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独占禁止法とは

●独占禁止法の基本は「競争」
独占禁止法（以下、独禁法）は「競争をしなさい」
ということが大原則です。例えば、企業を相撲の
力士だとすると、土俵の上で真剣勝負をしなさい
ということです。もし力士が話し合いで勝負を事
前に決めれば八百長です。また、土俵で真剣勝負
をするときは公正な方法で競争しなさいというこ
とで、相手を倒すためにヘルメットをつけて戦っ

たら反則です。このうち、八百長を禁じているの
が不当な取引制限、いわゆるカルテルです。カル
テルは競争相手と競争をやめようとする、あらゆ
る行為が該当すると考えてください。
一つ気をつけてほしいことは、競争があるとこ
ろには必ず競争制限が起こり得るということです。
ですから、例えばお客さんを獲得するという受注
競争だけでなく、人材確保に関して初任給を規制
するようなことを業界で行うとカルテルになりま
す。あるいは、システムの開発制限も、カルテル

　第Ⅰ部講演では、中藤弁護士に「独占禁止法のリスクを理解する」と題してお話しいただいた。
　中藤弁護士は独占禁止法の基本と原則、公正取引委員会と執行の仕組み、違反者への制裁内容、
現実の違反事件などを解説した。課徴金減免制度や減算制度によりカルテルは必ず発覚する時代
となり、制裁は厳罰化され、自らの意志に反してカルテルに巻き込まれるリスクが高まっている
と強調。コンプライアンスとは単なる法令遵守ではなく、違反を疑われないように自分の身は自
分で守ることだと認識してほしいと繰り返し説いた。また、リスク回避には相談・報告を徹底す
ることを心がけることが重要であると訴えた。

独占禁止法のリスクを理解する
（カルテル規制を中心に）

第Ⅰ部講演

中藤　力
日比谷総合法律事務所　弁護士

令和７年５月23日（金）

13：10～14：40
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医療機器業公正取引協議会 事務局長 津藤　保

独占禁止法のリスクを理解する
（カルテル規制を中心に）

医療機器業界における
公正競争規約への取り組み

独占禁止法研修会
第23回

一般社団法人日本医薬品卸売業連合会・医療用医薬品卸売業公正取引協議会共催

第23回独占禁止法研修会は、
令和７年５月23日（金）、集合

（ トラストシティ カンファレ
ンス・丸の内）とオンライン
のハイブリッド方式で開催し
ました。

◆講演内容は、当日の講演から原稿を起こし、講師校閲のうえ掲載したものです。

中藤　力日比谷総合法律事務所　弁護士

開会挨拶を行う
島宏幸卸公取協会長

閉会挨拶を行う
岡本総一郎卸公取協副会長

第Ⅰ部講演

第Ⅱ部講演
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